
地図を刺激に用いた位置情報参照表現の収集
大村舞

国立国語研究所
川端良子

国立国語研究所
小西光

Tecca合同会社
浅原正幸

国立国語研究所

竹内誉羽
ホンダリサーチインスティチュート

概要
本研究では、位置情報を参照する表現のデータ

ベースを構築した。20の地図を刺激とし、1地図あ
たり 40人に地図上に示した目標点の位置情報の記
述を依頼し、800 の位置情報参照表現を収集した。
位置情報参照表現は、地図上のランドマークに基づ
く相対参照表現のみであるかを判定したうえで、相
対参照表現のみの場合には、一人称視点（目標点か
らの見えるものの記述）・空間内視点（地図中の他
の地点から目標点を参照）・空間内移動（地図中の
他の地点から目標点に移動）・鳥瞰視点（地図を上
から俯瞰）の 4つに分類した。さらに各表現のわか
りやすさをアンケート調査により収集した。

1 はじめに
地図上の位置情報を言語で伝えるために、直接

GIS情報に紐づけ可能な固有位置情報・ランドマー
クから東西南北で指示する絶対参照情報・向きを仮
定したうえで前後左右で指示する相対参照情報など
が用いられる。一方で、実際に空間内実体が東西南
北がわからない状況で位置情報を特定する場合する
状況もある。その場合、話者の伝える固有位置情報
と相対参照情報のみを用いた位置情報参照表現が手
がかりとなるだろう。
本研究は地図を刺激に用いた位置情報参照表現の

収集を行った。20の地図を刺激とし、クラウドソー
シングを用いて、地図情報目標物を固有位置情報と
相対参照情報のみで表現した位置情報参照表現を 1
地図あたり 40件収集することを目指した。収集し
た言語表現が固有位置情報と相対参照情報のみであ
るかを判定したのち、一人称視点（目標点からの見
えるものの記述）・空間内視点（地図中の他の地点か
ら目標点を参照）・空間内移動（地図中の他の地点

から目標点に移動）・鳥瞰視点（地図を上から俯瞰）
の 4つの視点分類ラベルを付与した。さらに各表現
のわかりやすさをアンケート調査により収集した。

2 データの構築手法
2.1 位置情報参照表現の収集

図 1 刺激に用いた地図の例 (30度回転)

位置情報参照表現の収集は Yahoo! クラウドソー
シングにより実施した。図 1のように地図を示した
うえで、★もしくは●で示した目標点の位置情報の
記述を依頼した。作業に際しては、相対参照表現の
収集を目標とし、元の地図を回転した地図のいずれ
かを刺激とし、以下の 3点を指示した。

• 作業者が地図の中のどこかにいるような観点で
「前後左右」を使う
• 地図の図面における「上下左右」を使わない
•「東西南北」を使わない
表現の収集は、スクリーニング調査と本調査の 2
段階により行った。スクリーニング調査において
は、図 1のように 30度、120度、210度、300度の
いずれかの角度回転させた地図を用い、各地図 400

― 1469 ―

言語処理学会 第30回年次大会 発表論文集（2024年3月）

This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0
 (https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).



人・合計 1600人分のデータを収集した。調査画面
の例を付録 A の図 2 に示す。スクリーニング調査
において 1 回答あたり 10 円相当の PayPay ポイン
トを謝礼として支払った。スクリーニング調査は
2023/11/01 17:01 に開始し、2023/11/02 13:10 に終了
した。このうち、固有位置情報表現と相対位置表現
のみにより適切に回答した 569 人を本調査対象者
とした。本調査においては、20 種類の地図に対し
て、4 種類の回転を加えた 80パターンの刺激を作
成し、各パターン 10人・合計 800表現を収集した。
本調査において 1回答あたり 50円相当の PayPayポ
イントを謝礼として支払った。本調査は 2023/11/07
14:06に開始し、2023/11/16 20:40に終了した。

2.2 収集した位置情報参照表現の分類
本調査で収集した 800表現について、以下の表現

分類のいずれかを付与した：
• A:固有位置情報表現・相対位置情報表現のみで
ある（東西南北などを用いていない）

• B:固有位置情報表現・相対位置情報表現・絶対
位置情報表現である（東西南北を用いている）

•（C:位置情報参照表現として適さない）
結果、800表現中 797表現が Aであり、3表現が B
であった。スクリーニング調査が効果的に機能し、
効率的に目的の表現を収集できたといえる。
さらに、「A:固有位置情報表現・相対位置情報表

現のみである」表現については、以下の視点分類を
付与した（例は図 1 1）を刺激としたもの）：

• P:自分が目標点に立っている（一人称視点）
例）「★印は野村證券の建物を正面に見て、右
に文化ビルがあり、背面には伊勢丹、左には伊
勢丹メンズ館がある。そのような位置となり
ます。」

• Q:自分が地図中の目標点以外の位置に立って
いるが移動はしない（空間内視点）
例）「文化ビルから見て伊勢丹メンズ館の方面
へ見た向かい側の建物」

• R:自分が地図中の目標点以外の位置から目標点
に移動する（空間内移動）
例）「新宿 3丁目駅を出るとマルイがあるので
三菱 UFJ銀行がある方向へ進みます。##交差点
を左折して伊勢丹を抜けると目的の場所に着き

1） これらの例の地図はスクリーニング調査時にラベルの基準
策定に利用したもので、公開する本調査のデータには含まれ
ていない。

ます。」
• S:目標点の周りにあるものを鳥瞰して示してい
る（鳥観視点）
例）「伊勢丹と野村證券の中間にある建物で、大
通りに面した新宿３丁目駅側。伊勢丹メンズ館
の隣、ローソン側。」

なお、視点分類は複数のラベルが付与可能なマル
チラベルとした。複数の表現がふくまれるものや、
1つの表現で複数の視点によるとらえ方が可能なも
のについては、可能なラベルをすべて付与した：

• Q+S：（空間内視点）+（鳥瞰視点）
例）「新宿三丁目駅の近くにある伊勢丹、ロー
ソン、マルイメン、野村證券に囲まれた交差点
の一画に星印の場所がある。ローソン前に立ち
正面に野村證券を見た場合、右側にマルイメ
ン、左側に星印の場所がある。マルイメンとの
位置関係は交差点を挟んだ対角線上である。」

• R+S：（空間内移動）+（鳥瞰視点）
例）「新宿三丁目駅を伊勢丹側に向かっていく
と、野村証券の手前に目的地があります。そこ
は伊勢丹メンズ館と文化ビルが左右に並ぶ建物
です。」

なお、実際に作業を進めてみると、複数の視点の
いずれか判断がつかない事例もあった。その場合は
| で複数のラベルを並列した（以下の事例は図 1を
刺激としたものではなく、実際のデータにあった
もの）。

• P|Q:自分がその位置●に立っているか、その位
置●が見える場所に立っているのか
例）大通りを挟んでオーク表参道の向かいで
ある。

• Q|S: その位置●が見える場所に立っているの
か、俯瞰で見ているのか
例）成増駅から西友のほうに出て、公園との丁
字路の公園でも西友でもない角
例）ニトリ手前、まいばすけっと側道路の角の
位置。豊島岡女子学園の道路 2つ挟んだ先。

2.3 表現のわかりやすさ評定
本調査で収集した 800表現について、表現のわか
りやすさ評定のアンケート調査を Yahoo! クラウド
ソーシングを用いて実施した。スクリーニング調査
を通過した 569人を対象に募集し、308人が評定調
査に参加した。付録 Aの図 3に調査画面を示す。1
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地図に対して 7つの表現をランダムに配置し、評定
は 0:わかりにくい～5:わかりやすいの 6段階評価
とした。1回答あたり 2円相当の PayPayポイントを
謝礼として支払った。1表現あたり 35人の評定値
を取得した。わかりやすさの評定調査は 2023/12/14
17:02に開始し、2023/12/15 11:10に終了した。
本研究の実施に際して、表現の収集および表現の

印象評定に関する研究倫理審査を国立国語研究所に
て実施し、承認を受けている。

3 データの統計
本節では得られたデータの統計について示す。

表 1 観点別のわかりやすさ（個別）
一人称視点（P） P=FALSE P=TRUE

件数 688 112
わかりやすさ（平均） 2.68 2.59

空間内視点（Q） Q=FALSE Q=TRUE
件数 664 136

わかりやすさ（平均） 2.66 2.68

空間内移動（R） R=FALSE R=TRUE
件数 402 398

わかりやすさ（平均） 2.55 2.77

鳥瞰視点（S） S=FALSE S=TRUE
件数 594 206

わかりやすさ（平均） 2.72 2.50

まず、P:一人称視点、Q:空間内視点、R:空間内
移動、S:鳥瞰視点の観点の有無（観点ありが TRUE、
観点なしが FALSE）で個別に集計を行い、それぞれ
のわかりやすさの平均値を求めた。表 1に集計結果
を示す。目標物からの一人称視点（P）の表現は用
いていないものが多く（688/800）、一人称視点を用
いない表現（わかりやすさ平均 2.68）のほうが用い
た表現（わかりやすさ平均 2.59）よりもわかりやす
い。目標物を空間内から見る空間内視点（Q）の表
現も用いていないものが多く（664/800）、空間内視
点の表現の利用の有無についてわかりやすさの差異
はなかった。空間内移動（R）の表現が最も多く、
約半数（398/800）の位置情報表現に含まれており、
わかりやすさも空間内移動表現（わかりやすさ平均
2.77）のほうがわかりやすい。最後に鳥瞰視点（S）
の表現は、約 4分の 1（206/800）の位置表現に見ら
れるが、鳥瞰視点を用いない表現（わかりやすさ
平均 2.72）のほうが用いた表現（わかりやすさ平均
2.50）よりもわかりやすい。

表 2 観点別のわかりやすさ（組み合わせ）
P Q R S わかりやすさ 件数
F F F F 2.19 4
F F F T 2.46 161
F F T F 2.78 376
F F T T 2.68 15
F T F F 2.67 109
F T F T 2.63 20
F T T F 2.79 3
T F F F 2.57 94
T F F T 2.78 10
T F T F 2.85 4
T T F F 2.51 4

全体 2.66 800

観点の組み合わせに基づく集計結果を表 2 に示
す。組み合わせを見ても空間内移動 (R)の頻度が高
く、わかりやすい傾向がみられた。一人称視点 (P)
については、空間内移動 (R)や鳥瞰視点 (S)と組み合
わせた場合にはわかりやすい傾向があるが、そうで
ない場合は平均よりも低いわかりやすさであった。
表 3にわかりやすい位置情報参照表現上位 10例

を示す。空間内視点（Q）・空間内移動（R）・鳥瞰視
点（S）などの表現が含まれるが、いずれも複数の
固有位置情報からの多様な相対位置表現が含まれて
いる。

4 関連研究
『日本語地図課題対話コーパス』[1]は、地図課題
を被験者に課して音声対話を収録したコーパスであ
る。情報提供者が地図上に始点・経路・終点・目標
物の情報を保持し、情報追随者が地図上に始点と目
標物のみの情報を保持するという設定で、情報伝達
の対話を収録した。なお目標物は双方の地図に表示
されているものと、片方の地図にのみ表示されてい
るものが設定されている。『場所参照表現タグ付き
コーパス』[2]は、Twitter（現 X）のような SNSに投
稿された場所参照表現に位置情報を付与したコーパ
スである。地名・施設名といった固有位置情報表現
を対象とする。
徳永ら [3] は日本語の空間名詞の分類を行った。
部分型（位相）・距離型・方向型の 3つに分類し、主
として一人称視点・空間内視点に資する体系化を
行った。小林ら [4]は 2つの物体の空間的関係を表
す空間表現語の選択について、対象物間の距離や大
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表 3 わかりやすい位置情報参照表現例
map P Q R S 位置情報参照表現 Rate
06.png F T F F 大和橋に向かう道の左手で、手前に冬木弁天堂、奥にマツダの間に位置

し、道を挟んで向かい側に大和総研がある場所。
3.74

18.png F F T F 成増駅の西友側出口を西友とカワシマビルとの間を歩いて、トイレの手
前の西友の向かい

3.63

19.png F F T F 下赤塚公園からヤマト運輸方面に向かい、ヤマト運輸手前の路地の角 3.63
07.png F F T F 東京駅丸の内中央広場の中央口で、線路を背にして立って下さい。丸ビ

ルと新丸ビルの間の通りを新丸ビルに沿って歩いて下さい。新丸ビルを
過ぎた直後の道を右に曲がって下さい。進行方向の道路を挟んだ、新丸
ビルの左側の建物が目標地点です。

3.57

21.png F F T F 東京文化会館と東部公園緑地事務所の間にある道を駅方向に進んだ先の
左手にWCがある地点の右側

3.54

21.png F T F F 駅正面にある東京文化会館の手前右側角の地点。道を挟んだ正面にトイ
レがあります。

3.54

03.png F F T F 駅からマクドナルドのある竹下通りを進み、右に原宿アルタ、左にジー
ンズメイトをまっすぐ進みます。##その先に右奥にマツモトキヨシが見
える交差点があるのでその交差点の左手前が目的地になります。

3.51

03.png F F T F ルボンデがある方面から竹下通りを通り、マクドナルド前を過ぎ、その
後ジーンズメイトを過ぎ最初の十字路の手前にあたる角。マツモトキヨ
シの斜め向かい。

3.51

21.png F F F T この場所は、東京文化会館の角にありますが、正岡子規記念球場とは反
対側になり、更に東部公園緑地事務所やその近隣のトイレのほぼ向かい
側になります。

3.49

06.png F F F T 大和橋のある大通りで、深川二中のある区画、冬木弁天堂とマツダの間、
大和総研の向かい側

3.49

きさなどの幾何的な要因がどのような影響を与える
かについて調査を行った。

Striegnitzら [5]は、ノースウエスタン大学のキャ
ンパスの道案内のジェスチャーのビデオを収録し、
Route Perspective (空間内移動) と Surver Perspective
(鳥瞰視点) を識別した。収録された 368 のジェス
チャーの内、Route Perspective が 54% (199/368) で、
Survey Perspectiveが 16% (60/368)と、空間内移動が
鳥瞰視点よりも多く用いられることが示された。こ
の割合は我々の調査に近い値である。長谷川ら [6]
は擬人化エージェントによる道案内システムを構築
し、空間内移動の説明と鳥瞰視点の説明のどちらが
わかりやすいかの検証を行った。彼らの設定では鳥
瞰視点のほうがわかりやすいという我々の調査と異
なる結果が報告されている。

5 おわりに
本研究では、固有位置情報と相対位置情報を用い

たよりわかりやすい位置情報参照表現を収集するこ
とを目的とし、クラウドソーシングを用いて地図上
の位置情報を説明する表現を収集した。位置情報表
現に、一人称視点・空間内視点・空間内移動・鳥瞰
視点などの観点の分類を人手により付与した。さら

に、わかりやすさの評定について、クラウドソーシ
ングを用いて収集した。
調査の結果から、位置情報の説明について「空間
内移動」の観点に基づく表現が最も多く生成され、
最もわかりやすいことがわかった。
今回整備したデータについては、地図情報・観点
分類・わかりやすさとともに公開する。
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A 付録：調査画面例

図 2 調査画面例：位置情報参照表現の収集

図 3 調査画面例：わかりやすさのアンケート調査
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